
2021.06.14 福岡37会、福岡市西区・柑子岳(こうしだけ)254Mの

キヌガサタケ、ヤブコウジ、トキワツユクサ、コナスビ



行程（右画のとおり）：一の谷登り口
～南展望所～柑子岳(こうしだけ)254m山頂
～北展望所～村上登り口（デポ地）-（車で移動）-
～一の谷登り口（出発地）
～庄屋 イオンモール福岡伊都店（昼食、解散）



その後、再び臼杵鎮続と木付鑑実が城代として柑子岳城へ入った。天正7年(1579年)原田氏の
攻撃を受けた木付鑑実は柑子岳城に籠城して立花山城に援軍を求めたが、支えきれずに立花山
城へ逃れ、柑子岳城は原田氏の手に落ちた。
天正14年(1586年)豊臣秀吉の九州征伐の後、原田氏は加藤清正に従って肥後へ移り、柑子岳
城は廃城となった（出典：筑前放浪記）

筑前 柑子岳城
築城年代は定かではないが天文年間(1532年～1555年)頃に大友宗麟によって築かれたと云
われる。
豊後の大友氏が筑前の志摩地方の拠点として築いたのが柑子岳城で、大友氏一族の臼杵新助
鎮続が志摩郡代を兼ねて柑子岳城に入った。永禄11年(1568年)鎮続が宝満山城の高橋鑑種
を攻めて大宰府へ出陣した隙に、高祖山城主の原田隆種に攻められ柑子岳城は奪われたが、
急遽引き返した鎮続は激戦の末に取り戻している。
元亀2年(1571年)鎮続は城代を辞して豊後へ戻ると、後任として臼杵鎮氏が城代となった。
元亀3年(1572年)臼杵鎮氏は今津毘沙門天を参拝した原田了栄を待ち伏せして襲撃したが失
敗した。同年原田氏と臼杵鎮氏は池田河原で戦い、臼杵氏は敗れて鎮氏は泊城へ逃れる途中、
平等寺で自刃した。

https://www.hb.pei.jp/shiro/chikuzen/tachibanayama-jyo/
https://www.hb.pei.jp/shiro/chikuzen/tachibanayama-jyo/
https://www.hb.pei.jp/shiro/chikuzen/homanzan-jyo/
https://www.hb.pei.jp/shiro/chikuzen/takasuyama-jyo/
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不明：ウマノミツバ？













2時間25分の行動時間





END


